





























c c HφM Ka UH兄口 0 9 K 0 H 0 M M可 e C K H M 9λe Me H 一
T a M）と計算項目にたよる分類（ K 刀 a c c MφM K a U H兄 n 0 K -






(1) TI o江 0 6山・ p eぇ． B.B.OcM OλO BcKoro, OpraHH3一
a H U 兄， n JI a H H p 0 B a H H e H y n p a B刀 e H H e .U e 兄 T eλ － 
bHOCTblO npOMbl山 JIe H H o r o o 6も e」lH H e H M兄， B bl山
3白山 a 兄 山 K Oλa, 1984, c. 296. 




品の産出に直接関与した労働者（ p a 6 o可 M e）と技術者（ HH)[{eHepHo-
T e X H M可 e CKHe pa60THHKH）の賃金だけが計上される。
A. r. 0MapOBCK M 政， 3KOHOMHKa npOH3B O瓦 C T B e H 


































日o江. p e江. H. T. fλY山 K OB a, 3KOHOMHKa UB-
e T H O 白 MeTaJIJIYPrHH CCCP, MeTaJIJIYPrH-




















表－ 2 原価 1%の引下げが国民経済に与える効果
（単位：億ルーブル〉





（出所） C. A. Cap K H C兄 H, A. 3. CT a pH K, 3 K O一
HOMHKa aBHaUHOHHOH OPOMbIWJie H 一
HOCTH, BbIC山 a只山 K O 刀 a, 1985, c. 147. 
(4）口 o江 p e江. r. A. ErHa3apHHa, A. r. 0MpOBCKOr 
Q. 3KOHOMHKa COUHQJIHCT M 可 e C K O白口 POMWbIJie-
HHOCTH, MfY, 1983, C. 207.参照。



















（出所〉 f1 0 江 p e江． r. A. ErHa3a p 只 H a, A. E. 0 M 
apoBCKOIO, 3KOHOMHKa CO UH aλH C T 














表－ 4 工業企業の利潤の動向と配分 (1965～1980)
指 標 1965 1970 1975 1980 
全工業部門の利潤 (100万ルー ブ、ル〉 22,548 55,956 65,941 73,295 
1965年に対する割合 100 248 292 325 
利潤配分の内訳（%）
国家予算への納入 71 62 58 60 
そのうち，生産フォンドへの支払い 17 22 23 
企業保留 29 38 42 40 
そのうち；
基本投資 9 14 10 4 
経済的刺激フォンド 6 14 17 17 
（出所〉 noλ 0 6山． p e 1I. C.φ. TioKpOnHBHOro, 
9KOHOMHKa npOMbIWJieHHOro npo113一
o Ll c T B a , T e x H ik a , 1982, c . 335. 
図－ 1 にみられるように，中央は各部門にとって平均的な原価を規定し，正常
に機能する企業には適正な利潤が留保されるような水準に価格を設定する。他
(6) IT o .l o 6山. p e .l・ C.φ. IloKpOnHBHoro, 3KOH0MHKa 
日 P0 M bl山江 eHHoro npoH3BO.llCTBa, Textti Ka, 19 












製 口口 利 j閏 取引税 販 '.l土E"' 費 商 業 費
原 価 販の売費機用関｜｜ 販の利売機潤関 の の利潤
価合格同 （企業〉 の卸売
~ 、、 ， 
卸売価格 、
『 -
小売価格- 』、 ， 
図－ 1 工業製品の価格形成
（出所） C. A. CapKH C 冗 H,n. 3. CTaPHK, 
3 K 0 H 0 M H K a a B H a u H 0 H H O訪日 P 0 M bl山 JI e -
HHOCTH, BbIC山 a兄山 K o JI a , 1985, c . 163. 




























(10) A. A. LI e p H yx H H, IO. H.φλa KcepMaH, 3KOHOMHKa 

















日Ton +11 a M十日 3口十日 T p +11 B M十日 y十日 nP 
9BbJp-9cH 
ここで， Z11－総費用， 9oTn一発電所の母線からの供給量， 9 Bbl p一
発電量， 9cH一発電所自身の必要による電力消費，日 Ton－燃料費， Ha 
M一減価償却，日 3n－賃金， MT p一経常修理，日 B M一補助物資， Myー
サービス，日 npーその他の費用
（原子力発電所の原価〉
S 〔 Z11 0 T口＝〔
.:1 0 T n 
J1 T 0 n一（ αaM＋αp eM＋α口 p)K+nNyφ
9BbJp-9CH 
J1 T 0 n ＋αK+l13n 
9BbJp-9cH 
av A. A . q e p H y x1H ' IO. H .φλa KcepMaH, 3KOHOMJ1Ka 





ここで， αaM －減価償却係数（0.06～0.08）， αpeM－経常修理係数
( 0. 2αa M）， αn Pーその他の費用の係数（0.35αaM）， α－総費用を








????? 日a M +11 9 Kc n JI 
3Bbip-3cH 
αa Mφo c H十日 3n十日 nP 
3BbJp-3cH 








日9c二 (11a M十日 3n) ( 1 ＋α） 
(12）刀. TI. TI an aλK o. r. E. TieK eλM C, 3KOHOM!1Ka 3λe 
K T p 0 3 H e pr e T M可 e CKHX c11cTeM, Bbr山 3 白山 a 冗 山 K






TaM .>Ke, c. 95～9 6.参照。
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表－ 5 熱併給発電所 CT3U)の原価計算様式
費 用 ニ巳 レ メ ン ト 費用の配分
生産段階と原価 燃料 減価 賃金 その他 総計 電力 主丸
償却
燃料輸送，ボイ YI T o n 0.5 0.35 YI K YI k，ヨ YI K. q 
ラー職場費 YI a M 日3n 
2 タービン，電気職 0.45 0.35 YIM YI M，ヨ
場費 YI a M 日3n YIM 
3 発電所の共通費 0.05 0.3 YI n p YI o 日o，ヨ YI o, q 
YI a M 日3日
4 T3日の総費用 YI T O口 YI a M YI 3 n 日日 P L YI 日ョ YI q 
そのうち
5 電力 YI 3 , YI 3 • 日ョ YI 3 • 日ョ
T O口 a M 3 n n P 
6 説L 日q, YI q. YI q. YI q. YI q 
原価 T O口 a M 3口 n P 
7 電力原価（コベイ s 3. s 3. s 3. s 3. S ョ，
カ／kwh) T O口 a M 3口 n P 0 T n 
8 熱原価（ルー ブ、ル／ sq. sq. sq. sq. sq. 
ギガ・ジュール） T O口 a M 3口 n P 0 T n 
注（引用者）
YI T o n一燃料費，日ョ， TO口， Mq, T O口一電力，熱生産に用いた燃料費， S ョ， Ton, S 
q, T 0 n 電力，熱原価における燃料費， Ma M一減価償却費， Mョ， aM, YJq, a M一電力，
熱に配分された減価償却， S3, aM, Sq, aM 電力，熱原価における減価償却費.YI 3日一賃
金費， YI3 • 3 a口， Mq, 3 a口 電力・熱に配分された賃金費， S3,3n,Sq,3n－電力
・熱原価における賃金費， Mn pーその他の費用， YI3，口 P • YI q，口 p 電力・熱に配分された
その他の費用， S3, np, Sq, np－電力，熱原価におけるその他の費用， MK一燃料輸送，ボ
イラー職場の費用， MM タービン，電気職場の費用， Mo一発電所の共通費， Mョ， Mq 電力，
熱生産費， Sョ， OTn, Sqo T口 電力，熱原価， MK，ョ， MK • q－電力・熱に配分された
燃料輸送，ボイラー職場費， MM，ョ－ YIMはすべて電力生産に計上， Mo，ョ， M0, q 電力，
熱に配分された共通費．配分法は以下のとおり．
Bq YI K. 3二日 K,...,, YIK, q=YJ B ~ B 








? ?? 日o, q=YJo-Yl o，ヨ
（出所） A A.l.Jepttyx11tt,IO.H.φλa KCepMaH, 3KOHOMl1Ka ョー
H e p r e T 1K 1 cc c p. 3 H e p r 0 a T 0 M 13 LI a T. 1985. c. 166. 
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? ?





LI19 c T十ZI1 c十日 0 C H C T 
3 n 0 T p 
ここで， ZI1 9 c Tーエネルギー・システムに属する発電所の生産費， Z
I1 c －送配費， I1ocHcT一総システム費， 3noTp－有効供給量








（出所） 1 0 江 p e江. A. M. HeKpacoKa, A. A. Tpo-
H u K 0 [' 0 , 3 H e p ['e T H K H cc c p B 1981-1985 ['O江－
ax, 9HeproH3江 aT , 1981, C . 3 0 2～303；日 oλpe江．
n. r. )KHMePHHa, CoBpeMeHHbie npo6λe M bl 
9HepreTHKH, 9HeproaTOMH3江 aT, 1984, C. 170, 
より作成。
(14) A . A . 4 e p H y xH H , IO,H .φλa KcepMaH, 3KOHOMHKa 
3HepreTHKH CCCP, 3HeproaTOMH3江 aT, ]985, C 








工業全体 エネルギー 燃料 化学 繊維、冶金
原料，基本物資 62.1 37.4 55.9 58.8 
補 助 物 資 4.3 5.7 6.1 6.5 3.6 
燃 料 3.3 47.5 0.9 1. 5 1.1 
ニ乙 ネ ルギ 一 2.5 0.7 5.4 7.7 1. 9 
滅 価 償 却 8.1 27.2 18.4 13.3 7.0 
賃 金 14.8 11. 4 16.8 11. 7 22.0 
そ の 他 4.9 7.5 15.0 3.4 5.6 





燃 料 50～70 
減 価 償 却 28～18 80～85 50～60 
賃 金 10～6 6～8 24～20 
そ の 他 12～6 14～7 26～20 
A 口 計 100 100 100 
（出所） A. A. l.JepHYXHH, IO. H.φ JI a Kc e p Ma H, YK -













1970 1975 1980 1985 
10億ワット % 10億ワット % 10億ワット % 10億ワット % 
火力発電所 133.8 80.6 172.3 79.2 201. 9 75.7 229.1 70.2 
原子力発電所 0.9 0.5 4.7 2.2 12.5 4.7 33.8 10.2 
水力発電所 31.4 18.9 40.5 18.6 52.3 19.6 64.7 19.6 
メ口』 言十 166. l 100 217.5 100 266.7 100 327.6 100 
(b) 発電量
1970 1975 1980 1985 
10億朋I % 10億悶1 % 10億冊 % 10億附l % 
火力発電所 613.0 82.7 892.4 85.8 1037 .1 80.3 1105. 0 70.9 
原子力発電所 3.5 0.5 20.2 2.0 72.9 5.6 220.0 14.3 
水力発電所 124.4 16.8 126.0 12.2 183.9 14.l 230.0 14.8 
ム口 計 740.9 100 1038.6 100 1293.9 100 1555.0 100 
（出所）刀.n. n a瓦 aλK0, r. 5. DeK eλM C, 3KOHOMHK8 9 
λe KTP09HepreT M 可 e CKHX CHCTeM,BbI山 3 白山 a只山K


















1960 1965 1970 1975 1980 年
図－ 2 ソビ、エトおよび先進資本主義国における単位燃費の低下過程
（出所） TI o江 p e江.n. r. 2K11Mep11Ha, CoBpeMeH 
Hbie npo6JieMbI 3HepreTHKH, 3HeproaTo M一






S 3 a M
（賃金費〉
S 3 3 n 
I1 3 a Mαa MkN y 
3 CH% 
Nyhy(l-





J133n＿ φnN y 
3 CH% 
Nyhy(l-φJ J 100 
n 
3 CH% h y (1-
J 100 
ここで， I13 a M一年間の減価償却， αaMー減価償却ノルマ， k－出力
1単位あたりの価値（ノレープル／kw),Ny一規定出力， hy一規定出力
の利用時間， 3oTn－供給電力量， 3cH一発電所自身の必要による電








主要三要素のすべてを引下げることができるのである。 TaM )Ke, c. 181.参
照。
(16) A . A. 4 e p H y x H H , IO, H，φλa KcepMaH, 3KOHOMHKa 






































（出所） c.江. Ilpy3Hep, 3KOHOMHKa, opraHH3一
a l H H H n JI a H H p 0 B a H H e 3 H e p r e T H l.{ ecK 0 r 0 

























(1わ A. A. 4epHYXYIH. IO. H，φ刀 a KcepMaH. 3KOMOMY!Ka 
3HereTYIKYI CCCP. 3Hepro aTOMYI3江 a T,1985,c.J 






























（出所） A. A. 可 ePHYXHH,IO.H.φλa K c e p M a H , YK -



















ソピ、エトで現在採用されている料金制度は，単一料金率制 Co江 H 0 C T 
a B O可 H bl白 T a p Mφ〉と二重料金率制（且 B YXCTaBOl..JHbl白
T a p Mφ〉である。そこで，両者の特徴についてみていくことにする。
単一料金率制の下では，料金は以下のようにして算出される。
日＝日 99 3 
ここで， u99-lkwhの価格， 3－使用電力量
(18）刀．口. I1 aλaλK O, r. E. I1eK eλM c, YKa3・ CO可. c' 1 0 
5 
熱はすべての需要家に対して単一料金率制が適用される。 TaM )Ke, c. 11 
6 






















5500 5000 4500 4000 3500 
※（引用者〉
T _ a Pmax b3口OT p 
＝一一一一＋bPmax hmax 3口O T p hmax 
Pmax－最大－負a-1 KW~こ対する支払額，Tc p一平均料金，





9 K 0 φJiaKepMaH, H. A. 可ep H y x 1 H ' IO・. A. （出所〉
9 H e p [' 0 a T 0 M M一cc c p' 
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9 H e p [' e T 1 K 1 
1 9 7. c 3江 aT, 1985, 














日二 aP’m a z十 b3







































6 6 12 18 時
図－ 5 エネルギー・システムの負荷と各需要家の負荷
（出所）刀 .TI.Tia江 aλK0, r. E. TieK eλM C, 3 K 0 H 0 1¥ 
1 K a 9 JI e K T p 0 9 H p r e T 1 l.j e c K 1 x c 1 c T e M ' B bl 




(23) A. A.可 ePHXYIH,IO.H.φλa KCepMaH, 3KOHOMY!Ka 





































































(2ro no江 0 6山・ pe江. c.φ. CToKponHBHoro, YKa3. c O可
c. 3 3 9 
(27) TaM )Ke, c. 340～342 
(2c K. l1. TaKcHp, Ynpa B刀 eHHe npOMbl山 λeHHOCTblO 














































部 門 (1) 発電量































ソビエト アメリカ ソビエト アメリカ
工 業 58.6 3 9.5 55.2 39.4 
運 輸 7.2 0.2 7.3 0.2 
農 業 5.2 4.2 7.4 4.0 
工業，運輸，農業の総計 71. 0 43.9 69.9 43.6 
サーピス，一般家庭 13.5 44.5 14.3 44.3 
損失，輸出，その他 15.5 11. 6 15.8 12.l 
，企口』 三十 100 100 100 100 
（出所） T. X. Ma pr y刀 O B a，刀. A. TI o江 Y山 K 0' AT O 一
MHbJe 9JieKTP M 可 e CK He CT8HUHH, 3Hepro-




単位燃費 電力供給の 単位燃費 熱供給の効 所有出力の利用
年
(g／剛〉 効率（%〉 (kg/4.19柑・Jd) 率（%〉 時間（時間／年〉
1960 468 26.3 181. 2 78.9 6013 
1965 415 29.6 178.4 80.1 5803 
1970 367 33.5 175.7 81.4 5423 
1975 340 36.2 173.6 82.5 5721 
1980 328 37.5 173.0 82.7 5692 
1982 327 37.7 172.8 82.8 5637 
（出所） A. A.可ePHYXHH,lO.H.φλa KcepMaH, Y 
Ka 3. C O可. c . 182 
VI.結びにかえて
これまで，ソビ、エトの電力原価と料金について考察してきたが，最後に電力
経済（生産と消費）の発展と料金制度について付言する。
まず，需要側についてみると，これまでソビ、エトの電力需要は工業需要が中
心であった（表一12.参照〉。その結果，比較的安定した負荷グラフを得ること
ができ，所有出力の利用時間数も高く，言わばめぐまれた経営状態にあった。
だが，家電の普及を中心にした一般家庭の電力需要の増大は，負荷の変動を激
しくし負荷の平準化を阻害し，結果として出力利用時間の減少をもたらす（表
-13.参照〉。社会主義国が，今後，高度消費社会に入っていけば，この傾向は
ますます強くなっていくことが予想される。このような状況は，当然料金制度
の改善方向にも反映される。それがWで示された料金の差別化に関する提言で
ある
次に，供給側についてみると，大出力化を中心にしてエネルギー・システム
問の技術格差は縮小しており，それは，エネルギー・システム聞の料金格差の
一54-
縮少をうながす。このように，料金制度は，電力企業をとりまく経済環境に適
切に対応していくことを要求されており，現状では，料金の均一化と差別化と
いう一見対立する 2つの方向が示されている。
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